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11月号 目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,995人（－9）　男 4,951人（－2）　女 5,044人（－7）
　　　　　　　　　出生 4人　 死亡 3人　 転入 20人　 転出 30人
　　　　　　　　　世帯数 3,411世帯（0）
　　　　　　　　　※平成22年10月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。
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茶の里伝言板 …………………Ｐ７･８･９
住宅用火災警報器の設置を／バス･エコファミリー
／平成23年度町立保育所入所申込み／特定健診・
後期高齢者健診追加実施／子育て通信　ほか

今月の案内欄 ………………Ｐ10･11･12
職員（保健師）募集／指名願いの追加受付／ロビー
コンサート／特別企画展「永谷宗円と茶」／第26回
小・中学生主張大会／モニター通信／ふるさと宇
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一 般 会 計 歳 入

・議会費　66,027千円（1.6％）
・商工費　40,571千円（1.0％）
・労働費　16,994千円（0.4％）
・災害復旧費　6,706千円（0.2％）

府支出金
433,769千円
（10.2％）

地方債
338,600千円

（7.9％）

繰入金
140,793千円(3.3％）

地方消費税交付金
104,817千円（2.5％）

　公債費
459,904千円
　（11.1％）

　衛生費
384,459千円
　（9.3％）

農林水産業費
378,618千円

（9.1％）

消防費
214,641千円

（5.2％）

国庫支出金
459,921千円
（10.8％）

・財産収入　11,240千円（0.3％）
・寄附金　8,632千円（0.2％）
・利子割交付金　5,067千円（0.1％）
・配当割交付金　2,612千円（0.1％）
・交通安全対策特別交付金　2,040千円（0.0％）
・株式等譲渡所得割交付金　1,199千円（0.0％）

分担金及び負担金
95,234千円（2.2％）

　 教育費
475,135千円
　（11.4％）

一 般 会 計 歳 出

町　税
1,611,128千円
　 （37.8％）

民生費
923,704千円
　 （22.3％）

　土木費
529,398千円
　（12.7％）

　　地方交付税
753,718千円（17.7％）

　総務費
652,552千円
　（15.7％）

42億6,136万5千円

41億4,870万9千円

・繰越金　62,973千円（1.5％）
・地方譲与税　49,728千円（1.2％）
・諸収入　49,707千円（1.2％）
・使用料及び手数料　47,007千円（1.1％）
・ゴルフ場利用税交付金　34,859千円（0.8％）
・地方特例交付金　25,897千円（0.6％）
・自動車取得税交付金　22,423千円（0.5％）

決算の主な財政指標
形 式 収 支 1億1,265万5千円 歳入から歳出を引いた額

実 質 収 支 6,802万円 上記の形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源を引いた額

単 年 度 収 支 △1,844万1千円 上記の実質収支から、前年度の実質収支を引いた額

実質単年度収支 △5,851万3千円 上記の単年度収支に財政調整基金への積立金及び町債の繰上
償還金を加算、財政調整基金の取り崩し額を引いた額

特　　　　別　　　　会　　　　計

企　　　　業　　　　会　　　　計

会　　計　　別 歳　　　入 歳　　　出 差し引き額
国 民 健 康 保 険 9億6,244万7千円 10億3,415万5千円 △7,170万8千円
老 人 保 健 505万円 140万1千円 364万9千円

介護保険（保険事業勘定） 6億906万8千円 6億650万4千円 256万4千円
介護保険（介護サービス事業勘定） 238万6千円 188万4千円 50万2千円

58万4千円4,781万7千円4,840万1千円奥山田地区簡易水道事業
高尾地区飲料水供給事業 5,376万円 5,376万円 0円

426万4千円5億1,196万8千円5億1,623万2千円公 共 下 水 道 事 業

会　　計　　別 総　　収　　益 総　　費　　用 差し引き額
収益的 1億9,157万円 1億9,544万8千円 △387万8千円

水道事業

※収益的収支および資本的収支における不足額は、減価償却費などの実際に現金支
出を伴わない費用（損益勘定留保資金）で補てんしました。

資本的 4,536万3千円 1億1,529万8千円 △6,993万5千円

後 期 高 齢 者 医 療 7,657万6千円 7,448万2千円 209万4千円

　「心をつなぎ ともに創る 茶文化のまち」の実現へ　「心をつなぎ ともに創る 茶文化のまち」の実現へ
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●次世代育成支援対策行動計画
　策定事業（205万円）

　地域で子育てを支援する仕組みをつくるため、次世代支援行動計
画（平成22～26年度）を策定しました。

●ハッピー・マタニティ支援事業（560万円）
　安心して出産できる環境をつくるため、妊婦健康診査費用の支援
を拡大（５回→14回）しました。

●福祉バス運行事業（880万円）
　乗車の対象者を子育て家庭等（妊婦、小学校就学前の子どもと同
乗する保護者）へ拡大しました。

●子育て支援医療費支給事業（2,310万円）
　小学校修了までの乳幼児・児童の医療費を全額（一部自己負担月
200円を除く）助成しました。

　 　

●健やかうじたわら21プラン事
　業（95万円）

　地域特性を踏まえた健康づくり環境を整備するため、「健やかう
じたわら21プラン」の策定に向けて、住民へのアンケートを実施し、
ワークショップを開催しました。

●高齢者人間ドック事業（41万円）
　高齢者の疾病の早期発見、早期治療につなげるため、後期高齢者
医療被保険者の人間ドックの受診費用の一部を助成しました。

●地域巡回型健康教室実施事業
　（９万円）

　生活習慣病の予防・悪化防止・適正
な受診などをテーマに、地域を巡回し
て健康教室を開催しました。

●こどもの発達サポート事業
　（102万円）

　集団生活でサポートが必要な児童を早期に発見し、適切な発達を
支援するため、スクリーニング、保育所での相談を行いました。

●障がい者自立支援給付等事業（１億1,117万円）
　介護給付、医療給付、各種の地域生活支援を実施しました。

●障がい者仕事おこし事業（10万円）
　障がい者の生きがいづくり、自立生活の
ため、野菜の生産と販売を支援しました。

●福祉タクシー事業（174万円）
　障がい者の生活行動の拡大と社会参加
を促進するため、タクシー料金等の一部
を助成しました。

　 　

●災害時要援護者台帳整備事業
　（24万円）

　災害発生時に、迅速で的確な避難誘導を可能にするため、避難支
援を要する要援護者の名簿を作成しました。

●消防団支援隊組織化事業（46万円）
　就業形態の変化等による消防団の即時対応力の低下を補うため、

「消防団支援隊」を設置しました。

●自主防災組織支援事業（70万円）
　各地域の自主防災組織が行う備蓄物資や防災資機材の整備に対し
て支援を行いました。

●安心・安全橋りよう点検事業（179万円）
　老朽化が進む道路橋の長寿命化に向け、「橋梁長寿命化修繕計画」
を策定しました。

●子どもを育む読書活動支援事
　業（28万円）

　子どもたちの読書環境を充実するため、学校図書室への図書館職
員の派遣など町立図書館と小中学校図書室の連携を進めました。

●茶の里っ子を育む学習事業（16万円）
　ふるさと宇治田原に誇りと愛着心を持つ子どもたちを育てるため、
小学校で、お茶をはじめ本町の伝統文化についての学習を促進しました。

●エコエネルギー利用研究会事業（35万円）
　地球温暖化の防止のため、まちの中での自然エネルギー活用につ
いて調査･研究を行い、太陽光発電の促進などの方向性を出しました。

●エコライフグループ実践集作成事業（14万円）
　家族やグループ単位で取り組めるエコ行動を紹介した冊子を作成
しました。

　 　

●新都市アクセス道路整備事業
　（9,800万円）

　新市街地（贄田ほか）の土地利用を促進するため、アクセス道路
となる町道「南北線」を整備しました。
●有害鳥獣被害防止対策事業（164万円）

　有害獣による被害を防止するため、野猿等の駆除のための狩猟免
許取得や電気柵設置に対する助成などを行いました。
●集団茶園整備事業（２億5,979万円）

　「日本緑茶発祥の地」、「茶文化のまち」として、茶業を次代につ
なげるため、農地造成による茶の生産基盤づくりを進めました。
●主要町道新設改良事業（4,421万円）

　主要町道東塩谷線の新設、三宮線の用地買収等、郷之口末山線の
舗装改良、禅定寺通学路線の橋梁設計、および８の14号線の測量
設計を行いました。
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いろんな視点で まちの財政状況を見てみましょう

　16年度から90％を超えて高い傾向にあり
ます。21年度は20年度に比べ1.4ポイント悪
化しています。地方税の減少など経常的歳入
が大きく減少したことによります。
　100％に近づくほど、財政構造が硬直化し
ているといえます。

　財政の規模に対する地方債の残高は比較的
良好ですが、引き続き借入条件の有利な地方
債の発行及び適正な額の発行に努めることが
大切です。
　総合文化センター建設地方債償還が終了し
た18年度から地方債の残高は減少してきて
います。

▼経常収支比率
　財政構造の弾力性を測定する比率として使われます。人件費、
扶助費、公債費などの毎年経常的に支出する経費に、市町村税、
地方交付税など経常的な収入がどの程度の割合で充当されている
かを表したもの。
　この比率が低いほど、財政構造に弾力性があるといえます。

▼普通会計
　地方財政を比較分析するための統計上統一的に用いられる仮想
会計。公営事業会計を除く会計を合算し、繰出・繰入などの重複
額を控除したもの。宇治田原町では、一般会計と高尾地区飲料水
供給事業特別会計を合算しています。

▼基　　金
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるため、も
しくは定額の資金を運用するために設けられたもので、町の財産
にあたるもの。基金の設置については、地方自治法241条の規定

により条例設置が必要とされています。
　財政調整基金はこの規定に基づき設置している基金で、年度間
の財政不均衡を調整するために積み立てられている基金です。

▼一般財源
　財源の使途が特定されず、どのような経費にも使用することが
できるものを一般財源と言います。
　地方税、地方譲与税、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、
地方交付税などが主なものです。

▼地方交付税
　地方公共団体の自主性を損なわずに、地方自治体の財源の均衡
をはかり、かつ必要な財源を保障することにより地方自治の独立
性を強化するために、一定の基準により国が交付する税。

▼臨時財政対策債
　地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費に
も充てられる地方財政法５条の特例として発行される地方債。

財政の弾力性（経常収支比率）財政の弾力性（経常収支比率）

　基金を取り崩し、町政を運営していること
が解ります。16年度から毎年、基金総額は、
減少しています。
　21年度は、町税の減少などによる歳入環境
の悪化により、引き続き財政調整基金を取り
崩しています。

まちの蓄え（基金総額）まちの蓄え（基金総額）

用　

語　

解　

説

まちの借金（町債現在高）まちの借金（町債現在高） 5,000,000
（千円）

19年度18年度17年度

4,500,000

4,000,000

3,500,000

3,000,000
20年度

1,317,492 1,089,2591,210,577

14,795 811 815

1,390,425 1,416,859 1,409,012

3,500,000
（千円）

17年度

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

財政調整基金 減債基金 特定目的基金

1,017,055

1,355,035

817

100

17年度

（％）

98
96
94
92
90
88
86
84
82

18年度 19年度 20年度

94.2
94.4

97.8

92.1

18年度 19年度 20年度

21年度

93.5

21年度

21年度
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5,654円
（△412円）

2,098円
（97円）

61,963円
（△10,026円）

90,932円
（△2,356円） 　　　　　　（１人あたり）

　　　（△12,697円）

　　　　　（府内平均　７万8,999円） 　　　　 （府内平均　39万8,027円）

住民１人あたりの使い道住民１人あたりの使い道

合 計
413,671円
　　（30,628円）

民 生 費
92,103円（4,096円）

教 育 費
47,376円（△1,787円）

議 会 費
6,584円（△376円）

総 務 費
65,066円（21,251円）

公 債 費
45,857円（3,135円）

農林水産業費　
37,752円（△4,059円）

労 働 費
1,695円（1,417円）

消 防 費
21,402円（304円）

土 木 費
52,787円（3,522円）

衛 生 費
38,335円（2,653円）

商 工 費
4,045円（△197円）

→

→

→

→

→

→
→

→

→ →

→

→

町たばこ
税

軽自動車
税

町民税固定
資産税 住民１人あたりの

町税負担の状況

※（　　）は前年度比　人口／10,029人　　※端数四捨五入により、合計額と一致しない場合があります。
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▼健全化判断比率（４つの指標）
実質公債費比率　11.6％

（早期健全化基準：25％）

▲

標準財政規模に対する、地方債元
利償還金の割合です。公営企業会
計地方債の元利償還金への一般会
計繰出金なども含まれます。▲

この比率が高いほど財政の弾力性
が低下し、他の経費を節減しない
と収支が悪化することになります。

将来負担比率　－
（早期健全化基準：350％）

▲

公社や第三セクター等も含めて、地方公共
団体が将来負担することになる実質的な負
債から基金等を控除し、標準財政規模で除
した比率。▲

この比率が高いと、財政規模に対する負担
が大きく、将来財政運営上の問題が生じる
可能性が高いことを示します。

（注）「ー」は０以下（黒字）を示す。▼資金不足比率（公営企業の指標）
・水道事業会計　　　　　　　　ー
・奥山田地区簡易水道事業特別会計　ー
・公共下水道事業特別会計　　　ー
　（経営健全化基準：20％）

▲

公営企業の資金不足額（一般会計等の実質赤字に相当）の比率を表す指標。▲

この数値が高いほど、事業規模に対して累積された資金不足があり、解消が困難
になるなど、経営状況に問題があることを示します。

～ 平成22年度には「財政調整基金の取崩し＝０」を目指す取組 ～

歳出決算額（普通会計）と町税・地方交付税・臨時財政対策債の推移

＜町の歳入環境＞
　国の三位一体の改革（平成16～18年度）以降、特に地方交付税
の削減によって本町の歳入環境は、急速に悪化しました。その後、
地方交付税は、回復しつつありますが、経済不況の影響から町税が
大幅に減収したことにより、未だ本格的な改善が見られません。

＜財政調整基金の取り崩し＞
　この間、人件費の削減や事務事業の見直しなどの行財政改革に努
めてきたものの、財政調整基金の取り崩しに頼らざるを得ない状態
が続いており、平成21年度の財政調整基金の取崩額は、4,400万円

（対20年度　△5,600万円）となりました。

＜持続可能な財政運営＞
　将来の世代に責任を持てる、持続可能な財政基盤を確立するため、
平成22年度には、財政調整基金の取り崩しに頼らない予算を編成
しました。今後も収支の均衡を保つため、計画的な財政健全化の取
り組みを進めていきます。

5,000,000
（千円）

0

2,474,3302,497,8192,537,1322,596,3042,783,711

3,794,445

4,054,212 4,240,786

3,552,426

3,484,119

0 30,000
50,000

130,000
170,000

町税 + 交付税 + 臨財債歳出総額 財政調整基金取崩し額

実質赤字比率　－（早期健全化基準：15％）

▲

普通会計の赤字（資金不足）の大きさを表す
指標

連結実質赤字比率　ー（早期健全化基準：20％）

▲

公営企業（公共下水道事業特別会計など）を含
む全会計を純計した赤字の大きさを表す指標▲

単年度で収支均衡することが大原則であり、
通常「－」（０以下）となります。

　健全化指標の各指標が早期健全化基準、または経営健全化基準の数値を上回ると、財政健全化計画もしくは経営健全化計画を策
定し、計画の達成に必要な取り組みを進めなければなりません。
　本町の健全化指標は今ただちに健全化基準に抵触する状況にはありません。

4,000,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

200,000

100,000

21年度

2,592,346

4,201,458

44,000

国民健康保険特別会計　7,170万7千円の赤字に
　国民健康保険特別会計の決算額は、歳入９億6,244万７千円で前年度に比べ
1,383万円、1.4％の減に対し、歳出は10億3,415万５千円で855万９千円、0.8％
増加し、歳入から歳出を差し引いた形式収支は7,170万７千円の赤字決算と
なったため、３年連続で不足額を翌年度予算から繰上充用する事態となりました。
　この前年度繰上充用金を除いた単年度の実質収支についても約２千２百万円
の赤字となりましたが、赤字の主な要因は歳出総額の６割強を占める保険給付
費について、前年度比約３千３百万円、5.2％も増加したことによるもので、
昨年の秋口から大流行した新型インフルエンザが、医療費の増加に少なからず
影響を及ぼしたものと考えられます。
　医療費がこのまま増加を続ければ、収入の不足分を補うため、保険税を際限なく
引き上げ続けなければなりません。保険税負担を抑えながら、相互扶助の医療
制度を安定的に存続させるためには、医療費抑制は避けて通れない課題です。
　町国保では特定健診・特定保健指導をはじめとする疾病予防、健康づくりに
主眼を置いた保健事業の取り組みを進め、医療給付費の適正化に努めます。
　加入者のみなさんも自己の健康管理と疾病予防のため、各種健診の受診や保
健事業へ積極的に参加いただくとともに、複数の医療機関を渡り歩く重複受診
や頻回受診を控え、かかりつけ医を設けて受診するようにして、医療費の節減
にご協力ください。

0

１人当たり費用額の推移
450,000

（年度）21

（円）

400,000
350,000
300,000
250,000
200,000
150,000
100,000

50,000

20191817

229,185

386,091

198,794

359,402 369,997

205,233

271,671

419,566

一般 退職

0

医療分所得割課税対象額の推移
1,600

（年度）21 

（千円）

20191817

1,400
1,200
1,000

800
600
400

1,800

１人当たり １世帯当たり

675 733 712 698

1,516 1,617 1,540 1,453

20年度19年度18年度17年度16年度15年度

2,589,276

3,893,183

100,000

292,635

371,471

668

1,366
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あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先

内　　容　バス降車時に児童が「エコファミリー」と言って運賃箱にチケットを入れると、
大人１人につき、同伴の小学生以下の児童２名まで乗車賃が無料になります。

対 象 日　11月の土・日曜日、祝日
対象路線　本町を含む対象市町（京都南部11市町）を走る路線バス等
チケット　「バス・エコファミリー」チラシに添付
※詳しくはチラシをご覧ください。チラシは町内各小学校で配布。役場、総合文化センターに配架

■問企画・財政課
　（☎88－6632）

食改の窓  ～食を通じた健康管理・町食生活改善推進員協議会～

№１１６

（１人分） エネルギー 43kcal　蛋白質 2.0ｇ　脂質 3.2ｇ　カルシウム 32mg　塩分 0.2ｇ

①ブロッコリーを小房に分け、塩を加えた熱湯でゆで、水気を切る。
②しめじは石づきを取り、小房に分け、熱湯でゆでる。
③人参はいちょう切りにし、熱湯でゆでる。
④①～③を（Ａ）で和える。

作り方

材　料 （４人分）

ブロッコリー ………………120g
しめじ …………………………40g
にんじん ……………………20g
　　すりごま ……………小さじ2
Ａ　マヨネーズ …………大さじ1
　　しょうゆ …………小さじ1/2

『 ブロッコリーとしめじのごまマヨネーズあえ  』  第４班（岩山）

伊藤　順子さん

　ブロッコリー
単品だけでなく、
他の野菜も美味
しく取れます。

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ
田 原 支 店 （0774）88－2005
宇治田原支店 （0774）88－2034

　平成

23年５月まで　
　

共
同
購
入　

助
成

利
用
し
て

　

火
災
に
早
く
気
付
き
、
家
族

や
自
分
の
命
を
守
る
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
一
般
住
宅

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
設
置
期
限
が
平
成
23
年

５
月
31
日
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家

共
同
購
入
の
ご
案
内

　

町
区
長
会
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
共
同
購
入
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

未
設
置
の
ご
家
庭
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
申

込
書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。設

置
助
成
制
度

助
成
対
象　

65
歳
以
上
の
単
身

世
帯
お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯助
成
額　

１
基
に
つ
き
必
要
経

費
の
１
／
２
（
た
だ
し
、
２
，５

０
０
円
を
上
限
）

※
申
請
に
は
領
収
書
が
必
要

設
置
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を　　
　

　

町
で
は
、
設
置
促
進
の
た
め

に
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
広

報
活
動
に
よ
り
設
置
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
設
置
状

況
を
正
し
く
把
握
し
て
、
今
後

一
層
の
設
置
を
進
め
る
た
め
、

区
・
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
全

世
帯
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住宅用火災警報器設置場所（例）

平屋建ての場合

台 所寝 室 居 室

２階建ての場合

階段 階段

寝 室 居 室

台 所 寝 室

居 室 居 室

台 所 寝 室

（寝室が２階にある場合） （寝室が１階のみにある場合）

ともに創る
井戸端会議 グループに分かれての意見交換グループに分かれての意見交換

　
「
宇
治
田
原
町
と
も
に
創
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の
普

及
啓
発
や
具
現
化
に
向
け
た
協

議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
「
と

も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
」（
町
内
で
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
々
な
ど
で
構
成
）
の
主
催
に

よ
る
意
見
交
換
会
が
、
去
る
９

月
26
日
（
日
）
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
50
人
の

住
民
や
町
職
員
が
参
加
し
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
で
は
今
回
の
ご

意
見
を
受
け
、引
き
続
き
「（
仮

称
）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
」
の
骨
子
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
中

■問
企
画･

財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

（
11
月
９
日
～
15
日
）に
合
わ

せ
、
小･
中
学
生
の
火
災
予
防

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展
。
町
消

防
団
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、

多
く
の
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。

期
間　

11
月
10
日（
水
）～
29

日（
月
）

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

消
防
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

秋の休日はバスでおでかけ!秋の休日はバスでおでかけ!

消
防
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

消したかな あなたを守る 合言葉

☆住宅防火 いのちを守る７つのポイント
３つの習慣
　● 寝たばこは絶対にやめる。
　● ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　● ガスコンロのそばを離れる時は必ず火を消す。

４つの対策
　● 逃げ遅れを防ぐため住宅用火災警報器を設置する。
　● 寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎製品を使用する。
　● 火災を小さいうちに消すため消火器等を設置する。
　● お年寄りや身体の不自由な人を守るため隣近所の協力体制を。

■問宇治田原分署（☎88－5500）

11月９日～15日

　火災が発生しやすい気候となる時季を迎えました。
火災発生防止に一層注意しましょう。

11月９日は119番の日
　119番通報するときは落ち着いて正しく伝えましょう

■問
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６
３
１
）／

健
康
長
寿
課（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

庭
は
共
同
購
入
を
利
用
す
る
な
ど

し
、早
期
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。



11月に
追加実施

受
診
を
忘
れ
た
方
へ　

　　　入所申込み
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　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカード
を役場戸籍･保険課へお申し出く
ださい。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索

リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木初メ４　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

HAIR-FACE-BRIDAL
URL http://www.wakahayashi.co.jp

本店
0120-22-8684
わかはやし 検索

わかはやし美容室本店
2011年成人式御予約承ります。

平成23年度　　　　　　

　　　入所申込み

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
の
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
児
童

も
同
様
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
書
配
布　

11
月
８
日（
月
）

か
ら
町
立
保
育
所
と
役
場
福
祉

課
で
申
込
書
一
式
を
配
布

※
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
は
同

居
の
方
す
べ
て
必
要
で
す
の

で
、
証
明
書
の
様
式
が
不
足

す
る
方
は
、
配
布
時
に
必
ず

申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
24
日（
水
）～

30
日（
火
）
※
土･

日
曜
日
除
く

提
出
先　

町
立
保
育
所
（
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

入
所
可
否　

審
査
の
う
え
、
結

果
を
通
知

対
象
児
童

▼
０
歳
児　

平
成
23
年
４
月
１

日
現
在
、
生
後
90
日
以
上
の
方

▼
１
歳
児　

平
成
21
年
４
月
２

日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
２
歳
児　

平
成
20
年
４
月
２

日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
３
歳
児　

平
成
19
年
４
月
２

日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
４
歳
児　

平
成
18
年
４
月
２

日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
５
歳
児　

平
成
17
年
４
月
２

日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

■問
町
立
保
育
所
（
☎
８
８-

６
６

１
１
）

　

虐
待
と
し
つ
け
は
区
別
が
つ

き
に
く
く
、親
か
ら
す
れ
ば「
し

つ
け
」の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
に
著
し
く
害
を
与
え
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
虐
待
と
考
え

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

虐
待
に
は
、
①
身
体
的
虐
待

②
ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
等
の
世

話
を
し
な
い
、
病
気
や
け
が
を

し
て
も
放
っ
て
お
く
、
不
潔
な

環
境
で
生
活
さ
せ
る
な
ど
）
③

性
的
虐
待
④
心
理
的
虐
待
（
言

葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
Ｄ
Ｖ

な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
と
き
に
は
、
た
め
ら

わ
ず
に
、
町
や
児
童
相
談
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
・
連
絡
先

▽
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

▽
教
育
委
員
会
（
☎
８
８-

５
８

５
０
）
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）
▽
町
立
保
育
所

（
☎
８
８-

６
６
１
１
）
▽
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
２
２
）
▽
宇
治
児
童

相
談
所
（
☎
４
４-
３
３
４
０
）

＊
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
（
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）
▽
民
生
委
員･

児
童
委

員
、
人
権
擁
護
委
員
、
学
校
、
警
察

　

本
町
で
は
「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
に
お
い
て
、
地
域

全
体
で
児
童
虐
待
防
止
に
対
す

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
虐

待
防
止
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
一
緒
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

【
講
演
会
の
お
知
ら
せ
】

日
時　

11
月
29
日
（
月
）
午
後

２
時
40
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

講
師　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー　

仙
田
富
久
さ
ん

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

町
国
保
加
入
の
方
へ

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
７
月
～
９
月
末
ま

で
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

期
間
中
に
受
診
で
き
な
か
っ
た

方
を
対
象
に
11
月
末
日
ま
で
追

加
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
定
健
診
を
ま
だ

受
け
て
い
な
い
方
で
、
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
戸
籍
・
保

険
課
で
受
診
券
を
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
６
月
末
に
送
付
し
た
受
診
券

は
有
効
期
限
が
９
月
末
日
と

な
っ
て
お
り
、
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
再

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
方
へ

　

75
歳
以
上
の
方
（
障
害
認
定

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
を
含

む
）
を
対
象
に
７
月
～
10
月
末

ま
で
「
後
期
高
齢
者
健
診
」
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
期
間
中
に
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
11

月
末
日
ま
で
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

戸
籍
・
保
険
課
で
受
診
票
（
問

診
票
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
ご
持
参
の
う
え
、
窓
口
へ
お

綴
喜
医
師
会
健
康
教
室

日
時　

11
月
６
日
（
土
）
午
後

２
～
４
時（
事
前
申
込
み
不
要
）

場
所　

京
田
辺
市
商
工
会
館
４
階

講
演
テ
ー
マ　

転
倒
の
予
防
で

き
る
？
で
き
な
い
？
ま
ず
は
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
！

担
当
医
師　

京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科　

人
間
健
康
科
学

系
専
攻　

運
動
機
能
開
発
学
分

野
教
授　

坪
山
直
生
さ
ん
他

■問
綴
喜
医
師
会
健
康
教
室
事
務

局
（
☎
６
２-
６
４
４
８
）

行われる

　

６
月
に
審
査
を
行
っ
た
第
35

回
宇
治
田
原
町
茶
品
評
会
の
褒

賞
授
与
式
を
10
月
17
日
に
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）

玉
露
の
部

▽
最
優
秀
賞（
京
都
府
知
事
賞
）

＝
並
木
秀
和
▽
優
秀
賞
（
京
都

府
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
）

＝
西
出
勇
▽
優
良
賞
＝
木
原
浩

太
郎
▽
佳
良
賞
＝
奥
谷
輝
夫

煎
茶
の
部

▽
優
良
賞
＝
森
口
半
一

か
ぶ
せ
茶
の
部

▽
最
優
秀
賞（
京
都
府
知
事
賞
）

＝
奥
谷
輝
夫
▽
優
秀
賞
（
京
都

府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞
）
＝
下

岡
清
富
▽
優
良
賞
（
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
京
都
府
本
部

運
営
委
員
会
長
賞
）
＝
森
口
半

一
▽
優
良
賞
（
京
都
や
ま
し
ろ

農
業
協
同
組
合
長
賞
）
＝
高
木

利
彦
▽
佳
良
賞
＝
西
川
榮
彦
▽

佳
良
賞
＝
垣
内
太
平
▽
佳
良
賞

＝
大
川
正
泰

て
ん
茶
の
部　

▽
優
秀
賞
（
京
都
府
茶
業
会
議

所
会
頭
賞
）
＝
森
田
芳
紀
▽
優

良
賞
（
京
都
府
茶
生
産
協
議
会

長
賞
）
＝
並
木
秀
和
▽
優
良
賞

（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長

賞
）
＝
新
井
弥
平

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６

６
３
８
）

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■問
戸
籍･

保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

特
定
健
診　

後
期
高
齢
者
健
診

受
診
を
忘
れ
た
方
へ　

今年の茶摘み体験今年の茶摘み体験

～あなたの善意をお待ちしています～
日 時　11月22日（月）　午前10：00～11：30
場 所　保健センター
■問保健センター（☎88－6636）

　

介
護
経
験
の
あ
る
相
談
員（「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
」よ
り
）

を
招
き
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
介

護
者
同
士
交
流
し
、
情
報
交
換

し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
26
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

在
宅
で
家
族
の
介
護
を

さ
れ
て
い
る
方

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
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■問地域子育て支援センター
☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９：30 ～午後４：00）

＝11月の地域子育て支援センター事業 ＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

５ ６

１２ １３１１１０９８７

１９ ２０１８１７１６

２６ ２７２５２４２３２２２１

２８ ２９ ３０

４

１２／１

元気はつらつ！ 若返り塾〔11月分〕

保健師です
■問保健センター（☎ 88－6636）

11月14日は世界糖尿病デー
　糖尿病は、血糖を調節するインスリンが欠乏するⅠ型糖尿病と、食
事や運動などの生活習慣によってインスリンの効きが悪くなるⅡ型糖
尿病の２つのタイプがあります。
　日本人では、90％以上がⅡ型糖尿病。食べ過ぎ、飲みすぎ、特に運
動不足によって
インスリンの働
きが悪くなり、
放っておくと恐
ろしい合併症に
もつながります。
　食欲の秋、食
べ過ぎには気を
付け、スポーツ
の秋を満喫して
みてください。

３２１

まいまい
あそびの広場

10：00～11：30
保育所ホール

わらべうた

　　今月の保健･予防案内
●乳児健康診査　
　１１月１９日（金）　〈受付〉午後１時～２時
●幼児健康診査　
　１１月２４日（水）　〈受付〉午後１時～２時
●ポリオ予防接種
　１１月１２日（金）、２９日（月）　〈受付〉午後１時１５分～２時
●一般･乳幼児健康相談（※要予約）
　１１月１６日（火）、３０日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
◎場所はいずれも保健センターです。

１５１４

１２／２ １２／３

時　　　　間地　区　場　所 開　催　日

まいまい赤ちゃん
ヨチヨチ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

ふれあい遊び

勤労感謝の日

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
11月16日（火）13：30～15：30

園庭開放

10：00～11：30
保育所園庭

雨天中止

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　17日（水）10：30～正午
　ぱぺっぽサークル
　８日（月）10：00～正午
　（いずれも子育て支援センターにて）

　各広場の対象者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

こんにちは

園庭開放

10：00～11：30
保育所園庭

雨天中止

午前10時～正午

午後２時～４時

岩 山 会 館

荒 木（やすらぎ荘）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午後２時～４時南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午後２時～４時

１・22日（月）

12日（金）

12日（金）

５日（金）

５日（金）

10日（水）

15・29日（月）

15・29日（月）

１日（月）・17日（水）
１日は荒木公民館で開催

18日（木）

８日（月）

子育て講演会
「子育ての支え方」

10：00～11：30
住民体育館会議室

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
みんなの家

ふれあい遊び

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00

子どもと遊んだりおしゃべりに
利用ください！

・子育て支援ってなに？
・子育てを応援したいけどどうすればいいの？
・支援の受け手から支え手になりたいけど…
　こんな疑問や思いをお持ちの方、多数ご参加ください。

日　時　11月18日（木）　10：00 ～ 11：30
場　所　住民体育館会議室
講　師　吉田　秀子さん
　　　　（NPO法人働きたいおんなたちのネットワーク理事長）
申込み　11月16日（火）までに子育て支援センター
　　　　へ連絡（乳幼児の保育あり）

「子育て講演会」の参加者募集!!

元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～
元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～

　みんなで笑って楽しくカラダを鍛えましょう。男性の参加
もお待ちしています。

講　師　松本　行紀さん（健康運動指導士）

日　時　11月26日（金）
　　　　午後２時30分～３時45分（受付２時より）
場　所　総合文化センター研修室１
持ち物　タオル・飲み物

■問・■申地域包括支援センター（☎88－3719）・各地区での体操時

１２／４

文化の日

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

赤ちゃん講座

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

10：00～正午
総合文化センター

予約制

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

10：00～正午
総合文化センター

予約制

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

10：00～正午
総合文化センター

予約制

予約制

総合文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

10：00～正午
総合文化センター

予約制

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
郷之口会館

お年寄りとの交流

11月生まれ誕生会

緑苑坂自治会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

わらべうた

講師：
吉田秀子さん

（NPO法人働きたい
おんなたちのネット
ワーク理事長）

講師：京都府看護
協会助産師職能
内容：お母さんの
リラクゼーションや
ベビーマッサージ

★自分だけの時間が持てないとき
　子供が一時たりとも母親から離れてくれない。一日中子
育てに追われて、自分だけの時間が持てない生活に閉じ込
められると、孤独感にさいなまれますね。
　子どもは、母親や家族から適切に愛されることで、人を
信頼する心が芽生え、愛される自分に自信が持てるように
なります。親がイライラしている状態で「愛」を表現しよ
うとしても適切な愛情にはならないでしょう。
　そんなときは、誰かに助けを借りていいのです。話を聞
いてもらい、自分一人ではないということを確認してみて
はいかがでしょうか。

こんな時どうする？こんな時どうする？

さぁ、糖尿病のコントロールを始めようさぁ、糖尿病のコントロールを始めよう

〈糖尿病の合併症の例〉
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11月
日　月　火　水　木　金　土
　　１　２　３　４　５　６
７　８　９　10　11　12　13
14　15　16　17　18　19　20
21　22　23　24　25　26　27
28　29　30

『
ぼ
く
は　

ひ
な
の　

　
　
　
　
　

お
に
い
ち
ゃ
ん
』

た
か
て
ら
か
よ
＝
文

さ
こ
も
も
み
＝
絵

　

突
然
の
雨
降
り
で
マ
マ
は
大

忙
し
。
ぼ
く
は
眠
っ
て
い
る
妹

の
ひ
な
を
み
る
こ
と
に
。
で
も

大
き
な
カ
ミ
ナ
リ
の
音
で
ひ
な

が
わ
ん
わ
ん
泣
き
だ
し
た
。
ど

う
し
よ
う
…
。
ぼ
く
は
マ
マ
が

い
つ
も
し
て
く
れ
る
お
ま
じ
な

い
を
し
て
み
る
こ
と
に
…
。

　

お
ま
じ
な
い
、
き
く
か
な
？

職
員（
保
健
師
）募
集

指
名
願
い
の
追
加
受
付

（
平
成
23
年
度
分
）　

採
用
予
定
日　

平
成
23
年
４
月

１
日

受
験
資
格
・
採
用
予
定
人
員

▼
保
健
師　

昭
和
46
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健

師
資
格
を
有
す
る
方　

１
名

※
資
格
は
採
用
予
定
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
方
含
む

受
付
期
間　

11
月
１
日（
月
）～

19
日（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
正
午
～
午
後

1
時
は
受
付
不
可
）

試
験
日
時
・
場
所　

12
月
５
日

（
日
）
午
前
９
時
～
／
役
場

試
験
の
内
容　
〔
第
１
次
試
験
〕

教
養
試
験
・
事
務
適
性
検
査
・

専
門
試
験
〔
第
２
次
試
験
〕
面

接
試
験

申
込
方
法　

総
務
課
に
備
え
付

け
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
「
宇
治
田
原

町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」
と

「
写
真
票
」
に
必
要
事
項
を
記

入
（
自
筆
、
最
近
６
ヶ
月
以
内

に
撮
影
し
た
顔
写
真
貼
付
）し
、

必
要
な
資
格
を
有
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、

総
務
課
へ
直
接
持
参

待
遇　
「
宇
治
田
原
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
給
料
、
そ
の
他
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-
６
６
３
１
）

  

平
成
23
年
度
に
発
注
す
る
物

品
や
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
関
す
る

業
務
の
「
入
札
等
参
加
資
格
審

査
申
請
」
を
追
加
で
受
付
し
ま

す
。
昨
年
11
月
に
平
成
22
・
23

年
度
有
効
期
間
分
の
申
請
を
さ

れ
た
方
は
、
今
回
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
効
期
間　

平
成
23
年
４
月
１

日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
（
１

年
間
）

受
付
期
間　

11
月
17
日（
水
）～

30
日（
火
）（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
30
分

除
く
）

受
付
場
所  

役
場
１
階
第
１
会

議
室

※
申
請
書
は
企
画
・
財
政
課
に

備
え
付
け
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６
６
３
２
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
11
月
10･

17･

24
日（
水
）
午
後
２
時
～
４

時
（
事
前
申
込
み
必
要
）

場
所　

京
都
府
家
庭
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
城
陽
相
談
室

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）

聞
こ
え
の
サ
ロ
ン（
集
い
）

日
時　

11
月
19
日
（
金
）

個
別
相
談
＝
正
午
～
午
後
４
時

聞
こ
え
の
サ
ロ
ン
＝
午
後
１
時

～
３
時
（
当
日
参
加
可
）

場
所　

や
す
ら
ぎ
荘

内
容　

宇
治
市
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
個

別
相
談
、
聴
力
測
定
、
聞
こ
え

の
サ
ロ
ン

〈
注
〉
個
別
相
談
の
希
望
者
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
相
談
内
容
を
事
前
に
連
絡

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時　

12
月
13
日
（
月
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

場
所　

山
城
北
保
健
所

対
象
者　

膠
原
病
お
よ
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
家
族

担
当
医
師　

国
立
病
院
機
構
宇

多
野
病
院
リ
ウ
マ
チ･

膠
原
病
内

科
診
療
部
長　

柳
田
英
寿
さ
ん

定
員　

６
名

受
付
開
始　

11
月
11
日
（
木
）

■問
山
城
北
保
健
所
（
☎
２
１-

２

９
１
１
）

京
都
府
最
低
賃
金
額
の
改
正

　

最
低
賃
金
は
、
府
内
の
事
業
場

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
む
）
を

１
人
で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ

て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、
府

内
の
使
用
者
は
こ
の
金
額
よ
り

低
い
金
額
で
労
働
者
を
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

金
額　

１
時
間
７
４
９
円
（
引

き
上
げ
額
20
円
）

最
低
賃
金
に
算
入
し
な
い
も
の

　

精
・
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、
時
間
外
・
休
日
及

び
深
夜
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、
１
ヶ
月
を
越
え
る

期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

■問
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
☎
０
７
５-

２
４
１-

３
２
１
５
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

誰
で
も
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
商

工
祭
会
場
内
）

内
容　

①
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
②
ペ

タ
ン
ク
③
囲
碁
ボ
ー
ル

対
象　

小
学
生
以
上

協
力　

体
育
指
導
委
員
会

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４

５
６
７
）

宇治田原町の小さな博物誌⑪
秋
あき

雨
さめ

　さまざま
広報モニター　阪本伊三雄さん

　宇治田原の地形は、気象に不思議な変化をもた
らします。ちょいと峠を越すだけで、奥山田と郷
之口や南に大きな違いが現われ、高尾と立川でも
変化を感じます。
　秋ともなれば「秋の雨」に、一層の思いを抱く
のは、私だけではないですね。
　湯屋谷の集落や禅定寺の集落で、時

し ぐ れ

雨に会えば、
謡曲は「紅葉狩り」の謡い出しに、何がしかの淋
しさを覚えます。　時雨を急ぐ　紅葉狩り…。「も
みぢ踏みわけ鳴く鹿の」ですね。
　奥山田や高尾の山路を散策しているとき、突然
にサッとやってきて、そしてすぐに木々の梢の上
には青空と白い雲が浮かんでは、詩情を誘います。
時
し ぐ れ

雨ですね。
　そうかと思えば、岩山や立川での、刈田のうえ
や、森のうえに、しっとりと冷たく降る霖

りん

雨
う

は、
淡い墨絵の風景として、鷲峰山系の混合林にから
み着く霧

きり

雨
さめ

は、蒼白として東山魁夷さんの一幅の
絵を見るようですね。
　この秋雨と霧雨が、香味豊かな茶の木を育てて
くれるのですね。
　♪おりおりそゝぐ秋の雨、木の葉木

こ

の実を野に
山に、色さまざまに染めなして。おりおりそゝぐ
秋の雨。
　これは私が国民学校３年生に習った文部省唱歌
「四季の雨」より秋の雨です。

通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

【会場】　総合文化センター　２階ロビー

日　時　11月14日（日）　午後２時～３時
出　演　森本ケンイチ
　　　　　～時には＂懐かしさ＂と向き合って…～
演奏曲　「竹田の子守歌」「世界に一つだけの花」など
■問総合文化センター（☎88－5851）

音楽に親しむつどい（入場無料）

　ロビーコンサート

読
ん
で
み
た
い　

 

　

11月の図書館

休館日　毎週火曜日
　３日（水）（文化の日）
　24日（水）（勤労感謝の日振替）
　25日（木）（館内整理日）
おはなし会
　①13日（土） 11：00～
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回
心
を
つ
な
ぐ

　

福
祉
バ
ザ
ー
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ　　
　
　

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間　
　
　

相
続
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
扱
い
の
変
更　
　
　
　
　
　

特
別
企
画
展
・
日
本
緑
茶
の

創
始
者
「
永
谷
宗
円
と
茶
」　

日
時　

11
月
19
日（
金
）～
21
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
入
場
無
料
）

内
容　

２
７
２
年
前
の
江
戸
時

代
に
画
期
的
な
青
製
煎
茶
製
法

を
考
案
し
、
そ
の
普
及
に
尽
力

さ
れ
た
日
本
緑
茶
の
創
始
者
の

永
谷
宗
円
と
茶
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
企
画
展

協
力　

永
谷
宗
園
茶
店
・
山
城

郷
土
資
料
館

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

林
業
の
つ
ど
い

日
時　

11
月
20
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分

会
場　

町
林
業
セ
ン
タ
ー　

他

参
加
費　

１
人
３
０
０
円
（
３

歳
以
下
は
無
料
）

内
容　

木
工
教
室
、
参
加
者
に
苗

木
配
布（
予
定
）、
宇
治
田
原
松

茸
の
復
活
に
向
け
た
取
組　

他

そ
の
他　

▼
昼
食
は
参
加
者
持

参
▼
昼
食
時
に
し
い
た
け
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
あ
り

申
込
期
限　

11
月
17
日
（
水
）

■問
森
林
組
合
（
☎
８
８-

４
０

８
８
・
FAX
８
８-

４
０
５
５
）

林
産
物
の
採
取
に
注
意

　

町
内
の
山
で
は
松
茸
山
な
ど

立
入
禁
止
と
さ
れ
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
立
入
禁
止
の
場
所
に

は
無
断
で
入
ら
ず
、
所
有
者
の

許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
断
で
林
産
物
を
採

取
し
た
場
合
、
森
林
窃
盗
と
見

な
さ
れ
刑
事
罰
の
対
象
と
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

■問
森
林
組
合
（
☎
８
８-

４
０
８

８
）／
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災

保
険
と
雇
用
保
険
を
併
せ
た
も

の
で
、
労
災
発
生
や
失
業
時
に

給
付
す
る
こ
と
で
労
働
者
の
福

祉
増
進
を
図
る
強
制
保
険
で
す
。

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

れ
ば
、
事
業
主
は
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■問
京
都
労
働
局
総
務
部
保
険
徴

収
課
（
☎
０
７
５-

２
４
１-

３

２
１
３
）

　

先
般
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の

う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と

な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年

分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め

過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
そ

の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
、
必
要
な
手

続
き
（
更
正
の
請
求
、
確
定
申

告
な
ど
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象

と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w

.nta.
go.jp

】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
は
、
早
い
方
で

平
成
22
年
12
月
末
が
還
付
で

き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
目
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給

権
が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課

税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
実

際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
納

税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

■問
宇
治
税
務
署
（
☎
４
４-

４
１

４
１
）

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

11
月
11
日
～
17
日
は　
　

　
　
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

国
税
庁
で
は
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国

際
化
と
税
」
を
テ
ー
マ
に
「
税

を
考
え
る
週
間
」
に
様
々
な
広

報
・
広
聴
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
小
学
生
の
絵
画

を
展
示
。
こ
の
機
会
に
税
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■問
宇
治
税
務
署
（
☎
４
４-

４

１
４
１
）／
税
務
・
会
計
課
（
☎

８
８-

６
６
３
３
）

第
26
回
小
・
中
学
生
主
張
大
会

　

青
少
年
対
策
協
議
会
で
は
、

青
少
年
に
自
分
の
思
い
や
考
え

を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

発
表
者　

▼
田
原
小
学
校
＝
青

木
力
樹
也
さ
ん
、櫟
朋
弥
さ
ん
、

中
久
保
朋
奈
さ
ん
▼
宇
治
田
原

小
学
校
＝
小
林
康
基
さ
ん
、
藤

田
成
哉
さ
ん
、
本
政
亮
太
さ
ん

▼
維
孝
館
中
学
校
＝
唐
澤
葵
衣

さ
ん
、
岩
井
友
香
さ
ん

備
考　

こ
と
ぶ
き
大
学
と
共
催

■問
青
少
年
対
策
協
議
会
事
務
局
・

教
育
委
員
会
教
育
課
内
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

　

今
年
も
商
工
祭
会
場
で
福

祉
バ
ザ
ー
を
開
催
。
お
値
打
ち

品
が
目
白
押
し
！
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
! !

日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
（
１
時
15

分
開
場
）

場
所　

維
孝
館
中
学
校
体
育

館

協
力　

各
区
、
社
協
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　

各
ご
家
庭
よ
り
た
く
さ
ん

の
バ
ザ
ー
物
品
の
ご
提
供
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

収
益
金
は
、
町
社
協
が
取

り
組
む「
地
域
福
祉
の
推
進
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振

興
」
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

８
８-
３
２
９
４
・
FAX
８
８

-

４
０
９
４
）

第
27
回
心
を
つ
な
ぐ

　

福
祉
バ
ザ
ー

講 　 座 　 名 開 催 日 時　　間 場　　　所

子ども茶道教室
10：30～
正　午

生涯学習事業〔11月開催分〕

■問教育委員会教育課（☎88－5850）

６･ 13 ･ 20
（土）

総合文化センター
和　　室

小･中学生主張大会
（ことぶき大学） 13：30～20（土）

総合文化センター
さざんかホール

　
　
　

散　
　
　
　

歩

モ
ニ
タ
ー
通
信

広
報
モ
ニ
タ
ー（
荒
木
）　

福　

井　

孝　

治 

さ
ん　

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

　
　

消

防

功

労　

土　

屋　

和　

博
さ
ん

　

防
犯
栄
誉
金
章

　
　

防
犯
功
労
者　

西　

出　
　
　

浩
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
喜
防
犯
協
会
会
長
）

　

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」

　
　

交
通
安
全
功
労
者
故

谷　

口　

善　

樹
さ
ん

　
　

優
良
運
転
者　

福　

田　

良　

三
さ
ん

　

私
が
朝
に
散
歩
を
始
め
た
の

は
、
近
所
の
人
と
の
交
流
が
で

き
る
温
か
い
土
地
柄
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
運
動
不
足
が
気
に

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

散
歩
の
効
用
は
肺
機
能
の
向

上
や
脳
の
活
性
化
な
ど
。
運
動

不
足
気
味
な
現
代
人
は
30
分
歩

く
だ
け
で
も
身
体
機
能
が
改
善

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

運
動
不
足
解
消
を
兼
ね
て

「
朝
日
を
見
て
」「
夕
日
を
見
て
」

気
の
向
く
ま
ま
に
散
歩
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
昔
と

は
変
わ
っ
た
心
の
持
ち
方
や
大

切
な
時
間
を
思
い
出
せ
る
か
も

知
れ
な
い
で
す
。

　

７
月
、
８
月
は
異
常
気
象
の

影
響
で
熱
い
・
暑
い
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
と
も
す
れ
ば

肌
寒
い
今
日
こ
の
頃
、
秋
雨
前

線
の
影
響
で
日
に
日
に
秋
が
深

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
朝
５
時

か
ら
６
時
頃
に
や
す
ら
ぎ
の
道

を
歩
く
の
が
私
の
日
課
で
す
。

水
辺
の
鳥
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
戯
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る

と
自
身
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

早
朝
歩
く
道
す
が
ら
、
昼
間

気
付
か
な
い
様
々
な
景
色
に
出

会
え
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
。

時
折
、
感
動
を
携
帯
の
カ
メ
ラ
に

撮
り
心
に
刻
み
つ
け
る
こ
と
も
。

　

今
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
で

日
中
は
も
ち
ろ
ん
夕
方
で
さ
え

日
差
し
が
厳
し
く
早
朝
に
歩
く

の
が
精
一
杯
で
し
た
。
同
じ
よ

う
に
早
朝
の
散
歩
を
さ
れ
て
い

る
方
と
行
き
交
う
と
き
、
知
ら

な
い
方
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
ま

た
、
知
っ
て
い
る
方
が
遠
く
に

見
え
る
と
、
こ
ち
ら
か
ら
手
を

振
る
。
い
ち
ば
ん
心
の
和
む
瞬

間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
に
よ
っ
て
は
東
の
空
に
ひ

と
き
わ
大
き
な
太
陽
が
赤
く
映

し
出
さ
れ
、
時
に
は
夕
焼
け
が
西

の
空
を
赤
く
映
し
出
す
。
毎
日
の

散
歩
、何
気
な
い
よ
う
で
あ
り
、

単
純
で
あ
る
が
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
見
て
歩
け
ま
す
。
自
然
を

胸
い
っ
ぱ
い
感
じ
な
が
ら
健
康

を
維
持
し
て
い
け
る
の
で
す
。

つ
く
づ
く
有
難
い
散
歩
で
す
。

　

ま
ち
か
ど　

ほ
っ　

と　
　

　人柄滲む作品揃い

　

や
す
ら
ぎ
荘
や
生
涯
学
習

事
業
の
「
陶
芸
教
室
」
で
講

師
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
、

故
羽
田
野
健
治
先
生
（
平
成

17
年
逝
去
）
の
遺
作
展
が
工

房
で
あ
る
自
宅
（
奥
山
田
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
入
り
、
町

内
で
の
陶
芸
活
動
を
開
始
し

て
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
作
品
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
軽
く
て
重
厚
な
生
活
雑
器
」

が
、
来
る
も
の
を
温
か
く
迎
え
、

故
人
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
遺

作
展
と
な
り
ま
し
た
。

▲

ぬ
く
も
り
の
あ
る
作
品
の
数
々
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今
月
号
は
紙
面
を
大
き
く
使
っ

て
平
成
21
年
度
決
算
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
町
民
の
窓
」
の
印
刷

に
は
、
１
ペ
ー
ジ
約
10
円
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
含
め
て
13
ペ
ー
ジ

の
今
月
号
は
１
部
約
１
３
０
円

掛
け
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
紙
面
づ
く

り
の
重
責
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

第26回 国民文化祭・京都2011プレ事業

▲受賞者、選考委員の皆さん

　

宇
治
市
在
住

水
田
寿
子
さ
ん

に
最
優
秀
賞

　
「
茶
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
」

を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
け
る
お
茶
と
の
関

わ
り
を
主
題
と
し
た
俳
句
作
品

を
募
集
。

　

今
年
は
全
国
47
都
道
府
県
す

べ
て
と
海
外
か
ら
、
２
千
名
を

超
え
る
方
か
ら

過
去
最
多
と
な

る
４
，１
６
７

句
も
の
作
品
を

お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会

（
委
員
長
＝
母も

利り

司し

朗ろ
う

京
都
府

立
大
学
文
学
部

教
授
ほ
か
５
名
）
に
よ
る
厳
正

な
審
査
に
よ
り
各
部
門
の
入
賞

作
品
10
句
と
永
谷
宗
圓
翁
顕
彰

会
（
＝
安
井
徳
昭
会
長
）
よ
り

特
別
賞
２
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

去
る
10
月
17
日
（
日
）
に
は
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か

　

秋
の
夜
長
に
一
句

　

見
の
こ
し
の
茸
の
か
お
り
や

　

宇
治
拾
遺　
　
　
（
与
謝
蕪
村
）

　

宇
治
行
と
い
わ
れ
、
蕪
村
が

宇
治
田
原
に
茸
狩
り
に
来
た
と

き
に
よ
ん
だ
句
で
す
。

　

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

（
松
尾
芭
蕉
）

　

カ
エ
ル
が
池
に
ち
ゃ
ぽ
ん
と

飛
び
込
ん
だ
、
な
ん
で
も
な
い

情
景
を
句
に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
句
を
見
て
い
る
と

俳
句
っ
て
簡
単
に
つ
く
れ
そ
う

に
思
い
ま
す
。
で
も
、
実
際
に

作
ろ
う
と
す
る
と
、
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。

　

以
前
、町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
公
開
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番

組
『
俳
句
王
国
』
の
先
生
が
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
い
句
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
あ
ま
り
に
考
え
過
ぎ
て
も
、

い
い
句
が
出
来
る
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
気
な
い

時
に
ふ
っ
と
浮
か
ん
だ
も
の
の

方
が
か
え
っ
て
い
い
句
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。」

　

今
年
で
第
４
回
目
と
な
り
ま

す
永
谷
宗
圓
茶
俳
句
賞
。
今
年

は
全
国
の
都
道
府
県
か
ら
過
去

最
高
と
な
る
４
，１
６
７
句
の

作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。
中

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
タ
イ
、
台

湾
の
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
10
月
に
第
26
回
国
民
文

化
祭
が
京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
本
町
で
は
、
永
谷
宗
圓

茶
俳
句
賞
と
室
内
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て

　

夜
も
す
が
ら

　

皆
さ
ん
、
秋
の
夜
長
に
一
句

よ
ん
で
、
来
年
は
記
念
大
会
に

な
る
茶
俳
句
賞
に
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

暦
の
上
で
は
11
月
７
日
は
立

冬
。
朝
夕
日
毎
に
冷
え
込
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
身
体

を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

（115）茶
さ

論
ろ ん

　本町を応援していただける全国の篤志
者からのご寄附（ふるさと納税）をふる
さと応援基金に積み立て、「宇治田原の
次代を担う子どもたちの施策の推進」な
どに活用させていただいています。
　皆さんからの、心の故郷･ふるさと宇治
田原町への応援をお待ちしております。
　ご寄付に対しては、個人の住民税や所得
税において、納める税金が減額されます。

■問企画･財政課（☎88－6632）

　本町を応援していただける全国の篤志
者からのご寄附（ふるさと納税）をふる
さと応援基金に積み立て、「宇治田原の
次代を担う子どもたちの施策の推進」な
どに活用させていただいています。
　皆さんからの、心の故郷･ふるさと宇治
田原町への応援をお待ちしております。
　ご寄付に対しては、個人の住民税や所得
税において、納める税金が減額されます。

こっちを向いて、はいポーズ。仲良くね（ママ達より）

左端・谷口善
ぜん

夕
ゆう

ちゃん〈10ヵ月〉　左から２番目・曽我部亮
りょう

真
ま

ちゃん〈1歳4ヵ月〉

右端・松尾陽
はる

翔
と

ちゃん〈9ヵ月〉　右から２番目・橋本進
しん

次
じ

朗
ろう

ちゃん〈9ヵ月〉

後ろ・中野琴
こ

友
と

ちゃん〈10ヵ月〉

来年もいっぱいプールしよぉね♪♪
（じぃじ☆ばぁばより）

谷口重
しゅう

虎
と

ちゃん〈1歳6ヵ月〉

新宮和
かず

弥
や

ちゃん〈1歳8ヵ月〉 繁本陽
ひ

菜
な

ちゃん〈1歳7ヵ月〉

運動会でもらったお菓子。早速
食べたよ (^o^)

谷口輝
き

龍
りゅう

ちゃん〈1ヵ月〉

生まれてきてくれてありがとう
☆早く大きくなぁれ♪♪

（ＰＡＰＡ☆ＭＡＭＡより）

ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

各
賞
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞
▽
「
新
茶
の
み
新
聞

讀
ん
で
母
逝
き
し
」
水
田
寿
子

（
宇
治
市
）
優
秀
賞
▽
「
蝉
は

泣
き
我
は
寝
こ
ろ
び
茶
を
す
す

る
」
黒
川
周
平
（
栃
木
県
那
須

町
）
佳
作
▽
「
雨
脚
の
茶
山
に

吸
は
る
立
夏
か
な
」
川
崎
登
美

子
（
千
葉
県
船
橋
市
）
▽
「
茶

畑
の
う
ね
り
追
い
駆
け
風
が
過

ぎ
」
加
藤
清
（
埼
玉
県
杉
戸
町
）

▽
「
新
茶
の
香
胎
児
も
目
覚
め

吾
を
蹴
る
」
本
田
い
づ
み
（
東
京

都
武
蔵
野
市
）
特
別
賞
▽
「
茶

を
育
て
茶
に
育
て
ら
れ
古
稀
の

春
」
西
川
濶
子
（
宇
治
田
原
町
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▽
「
プ
リ
ン
ト
に
ぽ

つ
ぽ
つ
私
と
お
茶
の
汗
」
松
村

妃
爽
香
（
三
重
県
鳥
羽
市
・
鳥

羽
東
中
３
年
）
優
秀
賞
▽
「
僕

の
夏
初
め
て
の
ん
だ
苦
い
お
茶
」

大
谷
航
輝
（
維
孝
館
中
３
年
）

佳
作
▽
「
冷
え
た
茶
が
沸
騰
し

そ
う
蝉
の
声
」
梶
幸
永
（
千
葉
県

白
子
町
・
白
子
中
３
年
）
▽
「
茶

の
か
お
り
む
ね
に
す
い
こ
み
歩

き
だ
す
」
横
田
渉
（
田
原
小
６

年
）
▽
「
雨
あ
が
り
お
茶
の
葉

き
ら
り
か
が
や
い
た
」
上
島
彩

楽
（
宇
治
田
原
小
５
年
）
特
別

賞
▽
「
帰
り
道
え
ん
と
つ
か
ら

の
い
い
か
お
り
」下
岡
千
夏（
維

孝
館
中
１
年
）

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

　

最
優
秀
賞
（
一
般
の
部
）　
　

水　

田　

寿　

子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宇

治

市
）

〔
講
評
〕
人
そ
れ
ぞ
れ
が
体
験
す
る
愛
し
い
肉
親
と
の
別
れ
を
詠
ん
だ
句
で
あ

る
。応
募
投
句
者
の
中
で
最
高
齢
の
作
者
の
作
。季
語
は「
新
茶
」で
夏
。

命
の
充
実
を
日
毎
に
感
じ
る
初
夏
の
一
日
、
昨
日
と
か
わ
ら
ぬ
朝
を

迎
え
、
新
聞
を
め
く
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
日
常
と
家
族
と
の
談
笑
に
、

か
ぐ
わ
し
い
新
茶
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。
明
日
も
続
く
も

の
と
疑
い
さ
え
し
な
か
っ
た
一
日
に
訪
れ
た
別
れ
へ
の
感
慨
を
、
作

者
は
、
こ
と
さ
ら
な
心
情
表
現
を
排
し
、
母
の
最
後
の
一
日
の
「
生
」

を
い
と
も
淡
々
と
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
た
い
あ
げ
て
い
る
。

作
者
の
体
験
の
回
想
か
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
か
く
あ
り

た
い
と
い
う
ひ
そ
か
な
願
望
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
優
秀
賞
（
小
・
中
学
生
の
部
）　

松　

村　

妃
爽
香
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
重
県
鳥
羽
市
・
鳥
羽
東
中
３
年
）

〔
講
評
〕
目
の
前
の
光
景
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
写
し
て
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を

見
事
に
伝
え
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
は
夏
休
み
の
宿
題
で
あ
ろ
う
か
。

氷
入
り
の
冷
茶
は
グ
ラ
ス
が
汗
を
か
く
。
紙
の
上
に
水
や
汗
が
落
ち

な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
は
す
る
が
こ
の
プ
リ
ン
ト
は
な
か
な
か
て

ご
わ
い
。
問
題
に
集
中
す
る
と
無
意
識
に
冷
茶
に
手
が
の
び
る
。
こ

の
繰
り
返
し
の
結
果
が
「
ぽ
つ
ぽ
つ
」
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
の
ぽ
つ

ぽ
つ
模
様
は
グ
ラ
ス
の
汗
か
自
分
の
汗
か
区
別
が
つ
か
な
い
。「
私
と

お
茶
」
の
表
現
が
効
果
的
で
、
私
と
冷
茶
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
に

挑
ん
で
い
て
面
白
い
。
誰
も
が
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
句
に
仕

上
げ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

プ
リ
ン
ト
に
ぽ
つ
ぽ
つ
私
と
お
茶
の
汗

新
茶
の
み
新
聞
讀
ん
で
母
逝
き
し

プ
リ
ン
ト
に
ぽ
つ
ぽ
つ
私
と
お
茶
の
汗

新
茶
の
み
新
聞
讀
ん
で
母
逝
き
し

第
４
回

第
４
回


